


 

 

 

    

 

    

 

 

 

 

 

 

  

 

～まちの現状を把握する～ 

 

～まちの将来像を設定する～ 

 

～現状と将来像を結ぶ道すじ（＝戦略）を明らかにする～ 
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量的拡大を優先した  

 

政策目標を実現する  

総合交通戦略 転 換 
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コンパクトなまちづくり 
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まちの将来像 
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まちの将来像 

都市機能施策 土地利用施策 都市交通施策 

【需要追随型】 【目標達成型】 

都市交通施設整備 総合交通戦略 
 
 

 
 

 

○都市機能施策  
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○都市交通施策  
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～ まちの現状を把握する ～ 
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「公共交通を軸とした『コンパクトで活力ある』まちづくり」 

コンパクトなまちづくり 

5 
～ まちの将来像を設定する ～ 

 

 

 

 

 

 

 岳南都市圏総合都市交通

計画 

 

 

（総合交通戦略における）まちづくりの目標（方向性） 

まちの将来像 
 自動車への強い依存 

 低密度な市街地の拡散 

 総合計画 

 国土利用計画 

 都市計画マスタープラン 
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政策目標（戦略のねらい） 

さまざまな交通手段での安心・安全で快適な移動の実現 

 

 高齢ドライバーの交通事故発生

件数（第一当事者）が増加、

H9→H18 で約 2.7 倍 

 

 今後の超高齢社会を見据えると、

自動車に代わる交通手段（＝公共

交通）は必要丌可欠 

 

 モータリゼーションの進行とと

もに、公共交通の利用者が激減、

最近８年間で路線バスは５割減、

岳南鉄道は２割減 

 

 公共交通は、都市において本来備

わるべき「都市の装置」だが、こ

のままでは… 

 

 合併によって誕生した富士市は、

複数の都市核が並存し「共倒れ」

の様相を呈している 

 

 吉原商店街の年間販売額はここ 7

年間で、約半分以下になってしま

った 

 

 富士市の都市計画道路は、約 40％

が改良済み（87km／221km）、残り

60％の概算事業費は、約 3,260 億

円と試算されている 

 

 今後の道路整備は、必要性の高い

道路を選択し、集中的な整備を行

うことが必要 

 

 富士市民の移動手段の 7 割以上が

自動車を利用、１世帯当たりの自

動車保有台数（都市別ランキン

グ）は全国で 30 位前後 

 

 低密度な市街地は拡散し、自動車

なしでは日常生活を送ることさ

え困難な状況 

緊急に対応 

すべき課題 
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数値の変化３ 

  
数値の変化２ 

  
数値の変化１ 

  

 

6 
～ 現状と将来像を結ぶルート（＝戦略）を明らかにする ～ 

 

 

 

 

政策目標（戦略のねらい） 

さまざまな交通手段での安心・安全で快適な移動の実現 

アウトカム指標３ 

  

戦略の柱１ 戦略の柱２ 戦略の柱３ 

アウトカム指標２ 

  
アウトカム指標２ 

  
アウトカム指標１ 

  

戦略の目標を 
設定します 

施策・事業の実施に
よって発現する効

果（テーマ）を設定

します！ 

 

 

施策・事業の実施に
よる数値の変化を

予測します！ 

 

道路の整備、自転車
環境の改善、公共交

通の充実、交通結節

点の整備といった
個別施策を効果的

に組み合わせた施

策パッケージを設
定します！ 
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アウトカム指標３ 

  

 

 

 

地域の安全・活力を支える交通体系の構築  

 

 

 

 

 

３つの 
視点 

 



IC

 

 



 

 



 

政策目標（戦略のねらい） 

さまざまな交通手段での安心・安全で快適な移動の実現 

つなぐ 

めぐる 

たまる 

アウトカム指標 

  

軸となる公共交通による集約拠点間の移動円滑化 
 

にぎわいのある「歩いて暮らせる」集約拠点の形成 
 
 

アウトカム指標１ 

  

アウトカム指標２ 

  

道路混雑区間延長の減少（道路混雑の緩和） 

集約拠点間を連絡する公共交通利用者数の増加 

集約拠点内を通行する歩行者・自転車数の増加 

戦略の柱 

 

た
ま
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吉原本町駅 
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公公共共交交通通  
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アウトカム指標 

  

施策パッケージ 

  

アウトカム指標３ 

  

アウトカム指標１ 

  

アウトカム指標２ 

  

…道路混雑区間延長の減少（道路混雑の緩和） 

集約拠点間を連絡する公共交通利用者数の増加 

集約拠点内を通行する歩行者・自転車数の増加 

施策パッケージ１ 

  

施策パッケージ２ 

  

施策パッケージ３ 

  

…地域の安全・活力を支える交通体系の構築 

…軸となる公共交通による集約拠点間の移動円滑化 

…にぎわいのある「歩いて暮らせる」集約拠点の形成 
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…にぎわいのある「歩いて暮

らせる」集約拠点の形成 

…軸となる公共交通による

集約拠点間の移動円滑化 

３つの 
視点 

「公共交通を軸とした『コンパクトで活力ある』まちづくり」 

（総合交通戦略における）まちづくりの目標（方向性） 

政策目標（戦略のねらい） 

さまざまな交通手段での安心・安全で快適な移動の実現 

   

つなぐ めぐる たまる 

 

た
ま
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吉原本町駅 
吉原中央駅 
吉原本町駅 
吉原中央駅 
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ぐ
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吉原中央駅 
吉原本町駅 

吉原中央駅 

 

つ
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吉原本町駅 
吉原中央駅 
吉原本町駅 
吉原中央駅 

戦略の柱１ 戦略の柱２ 戦略の柱３ 

…地域の安全・活力を支え

る交通体系の構築 

   

 



IC
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

 

アウトカム指標３ 

  
アウトカム指標１ 

  
アウトカム指標２ 

  
道路混雑区間延長の減少 

（道路混雑の緩和） 

集約拠点間を連絡する 

公共交通利用者数の増加 

集約拠点内を通行する 

歩行者・自転車数の増加 
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アウトカム指標３ 

  
アウトカム指標１ 

  
アウトカム指標２ 

  
道路混雑区間延長の減少 

（道路混雑の緩和） 

集約拠点間を連絡する 

公共交通利用者数の増加 

集約拠点内を通行する 

歩行者・自転車数の増加 

施策パッケージ１ 

  
施策パッケージ２ 

  
施策パッケージ３ 

  
…にぎわいのある「歩いて暮

らせる」集約拠点の形成 

…軸となる公共交通による

集約拠点間の移動円滑化 

…地域の安全・活力を支え

る交通体系の構築 

数値の変化３ 

  
数値の変化２ 

  
数値の変化１ 
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 国道 139 号など主要幹線道路の混雑区間の減少が見込まれます（18km 減少） 

H21 111km

24km  

H29 23km  

H29 5km  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の安全・活力を支える交通体系の構築 

 

道路混雑区間延長の減少（道路混雑の緩和） 

 

H21  H29  

24 
 km
100  

23 
 km 

96  

 

 

 

 

 

交交通通結結節節点点  

公公共共交交通通  

自自転転車車  

道道路路  

139
  

 

 

つ
な
ぐ 

 

吉原本町駅 

吉原中央駅 
吉原本町駅 
吉原中央駅 

5 
 km 

20  

【注意】 

戦略対象区域における道路混雑区

間全体が約 8 割減少するということで

はありません。 

混雑している道路の延長は、朝夕な

どのピーク時から日中連続して混雑

する状況の代表値（混雑度 1.25~1.75

の中間値= 1.5）を用いています。 

100 
 

H 
21 

 
 

100 
 
 
 
 

施策パッケージ１ 

  

数値の変化１ 

  

km  

 
 

 

数値の変化１ 

  

策を講じな

い場合 実施した 
場合 

139

18km  
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 集約拠点間を連絡する公共交通利用者数の増加が見込まれます（2,190 人増加） 

H21

5,700 /  

H29 5,080 /  

H29 7,270 /  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

軸となる公共交通による集約拠点間の移動円滑化 

 

集約拠点間を連絡する公共交通の利用者数の増加 

H21  H29  

5,080 
 /  

89  

 

7,270 
 /  

128  

 
5,700 
 /  

100  

 

  

 

 

 

交交通通結結節節点点  

公公共共交交通通  

自自転転車車  

道道路路  

 
 

 

 

め
ぐ
る 

 

吉原本町駅 

吉原中央駅 

吉原本町駅 

吉原中央駅 

本市の公共交通利用者は年々減少し、

特に路線バスは最近 8 年間で 5 割減少し

ていますが、戦略の実施により、公共交

通利用者の減少に歯止めがかかり、増加

が見込まれます。 

100 
 

H 
21 

 
 

100 
 
 
 
 

施策パッケージ２ 

  

数値の変化２ 

  

/  

数値の変化２ 

  

 

 

策を講じな

い場合 

実施した 

場合 

 
2,190 /  
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 集約拠点間を通行する歩行者・自転車数の増加が見込まれます（2,180 人増加） 

H21  

11,610 /  

H29 8,900 /  

H29 11,080 /  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

にぎわいのある「歩いて暮らせる」集約拠点の形成 

 

集約拠点内を通行する歩行者・自転車数の増加 

H21  H29  

8,900 
 /  

77  

11,080 
 /  

95  

 

 

 

 

交交通通結結節節点点  

公公共共交交通通  

自自転転車車  

道道路路  

 
11,610 
 /

100  

 

 

 

 

た
ま
る 

 

吉原本町駅 

吉原中央駅 

吉原本町駅 

吉原中央駅 

本市の中心市街地（富士地区・吉原

地区）内を通行する歩行者・自転車数

は過去5年間で約3,400人減少してい

ますが、戦略の実施により歩行者・自

転車数の減少に歯止めがかかります。 

100 
 

H 
21 

 
 

100 
 
 
 
 

施策パッケージ３ 

  

数値の変化３ 

  

/  

数値の変化３ 

  

 

 
 

 

策を講じな
い場合 

実施した 

場合 2,180 /  
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 PDCA Plan-Do-Check-Action
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第１サイクル 

第２サイクル 

 

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

H22 H29 8  

 

H30 

戦略♯1
の策定 

施策・事業の実施 
H22～H25 

達成度のチェック 
  （中間評価）H25 

 

H20・H21 

施策・事業の実施 
H26～H29 

達成度のチェック 
  （事後評価）H29 

戦略♯2 の策定 
    H30 

戦略♯1 の 
見直し・改善 

H30 
 

 

 

 

 

Ｄo 

Ｃheck Ａction 

 

Ｐlan 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用 語 の 解 説 

 

 総人口に占める割合の内、65 歳以上の人口が 21％

以上に増大した社会のこと。 

 

 総人口に占める 65 歳以上の割合のことで、地域の

高齢化の程度をはかる指標として使用します。 

 

 実施した施策・事業の効果・成果のこと。これまで

は、施策・事業の整備量（アウトプット）を用いて施

策や事業の評価を行ってきましたが、近年では、施策・

事業の効果・成果を住民の生活に即したわかりやすい

指標（アウトカム指標）を用いるようになっています。 

 例えば、「交通安全の推進」という施策を構成する「歩

道の整備」という事業があるとすれば、「歩道を年間○

○km 整備した」というアウトプットとなり、その成

果として「交通事故件数が年間○○件減少した」とい

うことがアウトカム指標となります。 

 

 徒歩や公共交通で暮らしに必要なすべての用事が賄

え、少なくとも人の移動では自動車に依存する必要の

ない様子。 

 

 富士市都市計画マスタープランで位置づけられてい

る生活の拠点及び交流の拠点のこと。 

 具体的には、新富士駅、富士駅、吉原中央駅、吉原

駅などを含むエリアを指します。 

 

 都市計画法に基づき、あらかじめ位置、ルート、幅

員などが決められた、都市の骨格を形成する道路のこ

と。 

 

 ビンの口が水の流量を制限しているように、交通の

流れが著しく悪く、渋滞の原因となっている交差点の

こと。 

 

 

 自転車と公共交通の乗り継ぎを支援する取り組み

で、鉄道駅やバス停周辺に駐輪場を設け、自転車利用

者及び公共交通利用者の増加を図り、交通渋滞緩和や

事故防止、環境改善に効果を不えること。Ｃ＆Ｒは自

転車と電車、Ｃ＆ＢＲは自転車とバスの乗り継ぎを支

援する取り組みのこと。 

 

 地域の利便性向上のために地域内を運行するバスな

どの公共交通のこと。 

 

 

 JR 北海道が開発した道路と線路の両用車のこと。マ

イクロバスを改造し、車体に格納された鉄の車輪を出

し入れして道路と線路を自由に行き来できるのが特徴

で、継ぎ目のない乗り継ぎが可能となり、利便性の向

上が図れます。 

 

 自動車への依存が高い富士市において、公共交通を

適切に利用する方向へ自発的に変化するように促すコ

ミュニケーション施策と、その自発的な変化をサポー

トする運用施策を合わせた交通施策の総称のこと。 

 

 路線バスや電車などを上手に利用して、市内に設定

されたチェックポイントを通過するゲーム感覚の公共

交通体験イベントの一つ。「バス・電車」こども研究室

として実施しています。 

 

 道路混雑の程度を表す指標のことでで、道路の持つ

交通容量（交通を通すことができる能力）に対する実

際の交通量の比で示される。混雑度別に推定される交

通状況は下記のとおり。 

＜混雑度＞     ＜推定される交通状況＞ 

1.00 未満： 昼間 12 時間を通じて、道路が混雑

することなく、円滑に走行できる状

況 

1.00～1.25 未満：昼間 12 時間のうち道路混雑する可

能性のある時間帯が 1～2 時間（ピ

ーク時間）ある状況 

1.25～1.75 未満：ピーク時間のみの混雑から日中に連

続的な道路混雑が生じる過渡的な状

況 

1.75 以上： 日中に慢性的に道路が混雑している

状況 

 

 高齢者や障害者などが社会生活していくうえで存在

する障害（バリア）をなくす（フリー）こと。近年で

は、物理的な障壁のみならず、社会的・制度的・心理

的な障壁をなくす場合にも用いられています。 

 

 
 Plan（計画）-Do（実施）-Check（評価）-Action

（調整、改善）の略称で、マネジメントサイクルの循

環要素のこと。 
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